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教 育目標 人格の形成 

                                         

                                           

 

本
校
の
特
色
選
抜
が
、
来
年

度
か
ら
若
干
変
更
に
な
り
ま

す
。 類

型
名
は
変
わ
ら
ず
、
「
自

己
創
造
」
類
型
で
す
が
、
定
員

が
16
名
か
ら
40
名
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
教
育
目
標
も
、
「
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
高
い

志
と
教
養
を
身
に
つ
け
る
」
こ

と
と
し
、
現
行
の
表
現
力
な
ど

の
育
成
と
異
な
っ
た
視
点
に

立
っ
て
い
ま
す
。 

 

文
武
両
道
を
実
践
す
る
中

で
、
西
高
発
展
の
旗
艦
的
存
在

 

 
                     

春
を
呼
ぶ
雨
で
し
ょ
う

か
、
前
日
の
好
天
か
ら
一
転

し
た
２
月
27
日
（
金
）
に
第
61

回
卒
業
証
書
授
与
式
が
本
校

体
育
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

成
長
し
た
姿
を
英
姿
颯

爽
、
眉
目
秀
麗
と
評
さ
れ
た

卒
業
生
310
名
が
、
多
く
の
ご

来
賓
並
び
に
保
護
者
の
見
守

る
中
、
堂
々
と
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

と
し
て
活
躍
し
、
よ
り
高
度

な
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
新
た
な
類
型
に

ふ
さ
わ
し
い
優
秀
な
生
徒
が

多
数
応
募
し
く
れ
ま
し
た
。 

２
月
13
日
（
金
）
に
選
抜

試
験
が
行
わ
れ
、
17
日
（
火
）

の
午
後
２
時
か
ら
合
格
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                   

 

卒
業
を
祝
う
た
め
に
、
美

術
部
が
制
作
し
た
壁
画
が
架

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。 

本
校
美
術
部
は
、
山
陽
電

車
の
地
下
道
や
ロ
ー
カ
ル
バ

ス
の
車
体
な
ど
、
巨
大
キ
ャ

ン
バ
ス
に
多
く
の
作
品
を
提

供
し
て
き
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
文
化
部
の
全
国
大

会
に
も
毎
年
出
場
す
る
な
ど 

 

 
  

大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
巨
大
壁
画
は
、
校
門
を

入
っ
て
左
側
、
校
舎
の
南
端
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
季
節
や
行

事
に
調
和
し
た
彩
り
を
添
え

て
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
ご
来
校
の
際
に
は
、

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
玄
関
ホ
ー
ル
も
模
様

替
え
さ
れ
ま
し
た
。 

壁
も
明
る
い
色
に
塗
り
替

え
ら
れ
、
書
や
絵
画
の
有
名
展

覧
会
受
賞
作
品
が
数
多
く
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご

覧
下
さ
い
。 

ちょっと一言 「見義不為 無勇也」これは論語の中に出てくる言葉で、このたびの卒業式辞の中にも

織り込まれました。「義を見て為さざるは 勇無きなり」 正しいこととわかっていながら、自分の利益のため

に、それを実行しないのは勇気のない臆病者であるということです。勇気とは、正しいことを敢然と実行する

ことであるとも言われています。貴方の周りで、困っている人や迷惑をかけている人を見かけたら、一言・・・・


